
  

琴浦町教育委員会会議録 

 

日時 

場所 

出席委員 

 

欠席委員 

その他出席者 

 

 

 

議事日程 

 日程第１ 

 日程第２ 

日程第３ 

 

 

 

 日程第４ 

  

 

日程第５ 

 

 

 

日程第６ 

 

日程第７ 

 

 

平成２６年１２月２５日（木）午後１時３０分～午後３時１４分 

琴浦町生涯学習センター 第１会議室 

石前富久美委員長、高塚良平委員、前畑一子委員、 田中宣彦委員 

小林克美教育長 

なし 

岩船教育総務課長、戸田社会教育課長、 谷田人権･同和教育課長 

西本学校給食センター所長、山本指導主事、井谷指導主事 

高力教育総務課課長補佐 

 

 

議事録署名委員の指名について 

教育長報告 

報告事項 

（１）１２月琴浦町議会審議状況について 

（２）各課報告 

 

協議事項 

（１）社会教育活動ほか教育委員会事業展開方向 

 

その他 

（１）平成２６年度「琴浦町いきいき遊び、脳活・スキルアップ 

フォーラム」開催要項について 

 

次回委員会議開催日 １月２６日（月）午後１時３０分 

 

閉 会 午後３時１４分 



平成２６年 第１４回定例会の会議概要記録 

会議内容の記録 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１４回定例会を開会します。 

 

日程第１ 議事録署名委員指名 

議事録署名委員を高塚委員と田中委員にお願いします。 

 

日程第２ 教育長報告 

日程第２ 教育長報告をお願いします。 

【教育長報告】 

・平成２７年度の講師配置について 

・１２月定例議会（いじめ問題調査委員会・いじめ問題検証委員会、

総合教育会議について 

・インフルエンザの状況について 

・交通安全について 

・平成２７年度の教職員人事について 

・行事、日程等について報告 

１ 行事報告 

① １１月２８日（金） 臨時議会 

② １１月２９日（土）～２日（火）とうはく解放文化祭 

③ １２月 ２日（火） 校長会・公民館長会 

④ １２月 ５日（金）～１７日（水） １２月定例議会 

⑤ １２月１０日（水） 麟蹄郡新南中学校・東伯中学校 

友好交流協定 

⑥ １２月１０日（水） 人権・同和教育講演会 

⑦ １２月１１日（木） 教育民生常任委員会 

⑧ １２月１２日（金） 教育委員会 懇親会 

⑨ １２月１４日（日） 衆議院選挙投票 

 

２ 今後の日程 

① １２月２６日（金） 仕事納め 

②  １月 １日（木） 元旦マラソン 東伯・赤碕 

③  １月 ２日（金） 互礼会（１０時～スイングパレス） 

④  １月 ３日（土） 成人式（１０時～カウベルホール） 

⑤  １月 ５日（月） 仕事始め 
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教育総務課長 

 

委員長 

 

教育総務課長 

 

委員長 

社会教育課長 

 

委員長 

人権･同和教育課長 

 

委員長 

給食センター長 

委員長 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

⑥  １月 ６日（火） 中学校始業式 

⑦  １月 ７日（水） 小学校始業式 

⑧  １月 ８日（木） 校長会 

⑨  １月 ９日（金） 教職員（町）人事ヒアリング 

⑩  １月１６日（金） 教職員（中部局）人事ヒアリング 

⑪  １月２９日（木） スキルアップフォーラム 

 

日程第３ 報告事項 

日程第３ 報告事項（１）１２月議会審議状況について報告をお願

いします。 

・平成２７年度第８回琴浦町議会定例会及び１２月１１日開催の教育

民生委員会の概要について資料により報告 

質疑はありませんか。それではつぎに（２）各課の報告を教育総務

課からお願いします。 

・「東伯中学校」と麟蹄郡「新南中学校」友好交流校結縁締結調印式と

今後のスケジュール等について報告 

次に社会教育課の報告をお願いします。 

・琴浦町元旦マラソン＆ウオーキング大会と図書館開館時間について

報告 

次に人権・同和教育課の報告をお願いします。 

・人権・同和教育部落懇談会の赤碕中学校区の取り組み状況と、東伯

中学校区の今後のスケジュール等について報告 

 次に給食センターの報告をお願いします。 

・給食週間中の行事等の計画について報告 

 ここまで全体を通して、ご意見・質問はありませんか。 

 図書館の開館時間について、町民の意見を聞くことは必要だとは思

いますが、少し意見に振り回されすぎかとも感じます。それぞれ意見

を踏まえたうえで町の方針を強く打ち出すべきだと思います。 

 要望に応えようと努力しておられる姿は分かりますが、色々な意見

がある中で、すべてをかなえることは不可能だと思います。意見を聞

いた上で誠意を持って取り組めば大多数の方は理解していただける

と思います。 

 図書館職員を確保していく上では、勤務体制等の職員の立場も考え

る必要もありますし、財政的な側面での町民の立場や利用される町民

の立場など色々な側面から全体のバランスを考える必要があります。

町としてどのような形で図書館を運営していくのが一番折り合いが

つくのかということを考えると、なかなか一人の方の意見を聴いて

「そうしましょう」というのは難しいのかなと思っているところで
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す。 

 東伯中学校の友好交流事業ですが、結論的には韓国からこられるの

ですか。 

 ２月に韓国から日本に来られます。そのときに東伯中学校にも寄り

たいと言っておられます。それから後はスケジュール調整になります

が、具体的内容については来年度になってから詰めて行く事になりま

す。 

 

日程第４ 協議事項 

 それでは日程第４の協議事項に移ります。協議事項（１）社会教育

活動ほか教育委員会事業展開方向について説明をお願いします。 

 今年度取り組んできた社会教育活動ほか教育委員会事業について

まとめた資料をつけさせていただいています。１年を振り返って委員

の皆様から評価なり、今後の事業展開に向けたご意見やご感想をいた

だければありがたいと思います。 

 今までＰＴＡとの懇談会があったのですが、小学校統合の保護者説

明会などの取り組みの中でここ数年、その機会が無くなっているので

すが、また以前のように保護者の声を聞かせていただく機会があって

も良いのではないかと思います。 

 ＩＣＴ活用教育実践については、学校全体で進めていくためには教

員の研修の機会が必要なのではないかと思います。 

 １０秒の愛についてですが、長年取り組んできた中でそろそろ新し

い視点での取り組みが必要な時期に来ているのではないかと思いま

す。 

 今年の１０秒の愛の計画はどうですか。 

 実行委員会では今年度もフォーラムを計画しています。２７年度の

方向性としては、フォーラムは止めて、取り組みを始めてからおおよ

そ１０年近くになりますので、１０年を振り返って総括して行く年度

になるのかと思います。日々の活動や日常生活の中に活かして行く時

期に来ていると思いますのでその点を実行委員会に提示して行きた

いと考えています。 

 フォーラムなどで一部の人に集まってもらうだけではなく、各校の

研修会などの機会に実行委員が出向いて１０秒の愛の活動の輪を広

げていくようなことも考えています。 

 毎日の生活の中で目に触れるもの、日々の生活の中で活かせるも

の、実生活の中で取り組めるものを取り上げていく必要があると思っ

ています。 

 フォーラムの参加者が教職員や町職員などが多数を占めていて、一
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般の保護者なり地域の方の参加が少ないような気がしています。 

 地域のＰＴＡが主体として始まったものを、今まで町が主体となっ

て全町的な取り組みとなることを目指してやってきましたが、フォー

ラムとして集める手法から今後は届ける手法へなど、新たな手法を検

討する時期に来ていると思いますので、素案を作って実行委員会へ提

言していきたいと思います。 

 いずれにしてもさらにレベルアップして行く時期に来ていると思

います。 

 計画訪問に出かけてみて、どの学校も頑張っておられると感じまし

た。学校としても大変だと思いますが、色々な人の目で見ていくこと

は大切なことだと思います。 

解放文化祭を見させていただきましたが、子どもたちが発表してい

るときに会場の後ろや部屋の外が騒がしく、何らかの工夫が必要だと

思いました。発表のときマイクが入っていなくて、その辺りの配慮も

必要だと感じました。 

 幼児期から中学校を卒業する１５年間をどう責任をもって家庭や

地域と関わっていくかということの大切さがあると思います。特に幼

児期における親の子どもに対する思いや子どもへの夢とどこまで連

携を持ち、関わっているのか、そしてその連携を小・中学校にどう引

き継いでいくのか、目標とするものを町として考え、成長過程におい

てどう関わっていくのかをマニュアル化して、皆が共通理解しながら

学校現場と家庭が上手く連携を取りながら機能する状況に近づくこ

とが出来れば理想的だと思います。一部のところだけでは教育は出来

ないと思いますし、そういう面で校長先生や園長先生の想いがどの程

度なのかというところが問われて来る面も中にはあるかなという気

もします。 

 閉校施設の利活用については企画情報課が中心になりながら地元

の意向を踏まえたうえで企業の利用も考えているところです。 

 今、ＰＴＡ組織も過渡期を迎えていて、当たり前に皆が参加する時

代から親の意識も変わり、委員だけの活動になって来ていると感じて

います。親同士が悩みを話し合ったり、相談し合ったりする場は必要

だと思います。何か親の意識を変える手立てが必要だと感じていま

す。 

１０秒の愛の取り組みについてはフォーラムのような打ち上げ花

火も必要な部分もあると思います。その上で日常的な日々の取り組み

が出来れば良いと思います。 

 平成２７年度に向け、まなびタウンを始めとしたそれぞれの社会教

育施設について、現状を踏まえて今の時代にあった施設の有り方を、
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他の関係課との事業の連携も図りながら考えていかなければならな

いと思っています。これについては、社会教育課として素案を作りな

がら教育委員の皆様にご意見をいただきながら進めて行きたいと考

えています。 

 また、文化財関係については保存と発信をどう絡めて行くか、文化

財保護委員とともに素案を作りながら教育委員会全体として委員の

皆様のご意見をいただきながら進めて行きたいと考えています。 

 子どもたちへの学習教材としての文化財の活用も進めて行きたい

と思っています。 

 また特別支援教育を進める上で、行政同士の連携や学校間の連携を

図るため、関係者が集まって計画を協議しているところです。 

 １０秒の愛はあくまでキャッチフレーズであって、その中身と内容

はものすごくたくさん有るわけですから、それぞれがそれを活用して

行けば良いと思います。こちらから色々なものを提示し、そこから活

用を考えてもらうのも必要なのかなと感じています。今は実行委員会

が組織され、自分たちの問題として主体的に取り組んでいただいてい

ます。後はこれを一般の家庭や地域、学校にどう浸透させていくかが

課題であると思っています。 

 道徳について言えば、蓄えた知識や技術をどう上手く良い方向に活

かしていくかが重要だと思います。正しいものを選び取る判断力や思

考力を育てていかなければせっかく蓄えた知識や技術が無駄になっ

てしまうと考えています。何が正しく何が間違っているのか、そのこ

とは学校現場についてはもちろんですが、やはり家庭や地域の中で大

人が子どもたちに手本を見せていく必要があります。教育委員会は社

会教育も有りますし、人権・同和教育も学校教育も有ります。そうし

てみると教育委員会は総がかりで社会、子ども、大人を教育していく

部署ではないかと思います。そういう意味でも各課や学校が横の連携

を取りながら進めていく必要があると思います。 

  

日程第５ その他 

それでは日程第５のその他に移ります。（１）平成２６年度「琴浦町

いきいき遊び、脳活・スキルアップフォーラム」開催要項について事

務局から説明をお願いします。 

・平成２６年度「琴浦町いきいき遊び、脳活・スキルアップフォーラ

ム」開催要項について資料により説明 

・平成２６年度全国学力・学習状況調査について鳥取県の状況につい

て資料により説明 

 ただいまの説明についてご質問はありませんか。 
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 学校別に見ると小規模の学校に特徴が見られるようですが何か規

模に関係があるのでしょうか。 

 小規模の学校ですと、一人の結果が全体の結果を大きく左右します

ので、一概に小規模だからと規模のみで判断できない部分が有りま

す。 

 

日程第６ 次回委員会議開催日 

次回委員会の開催日時について１月２６日（月）１３時３０分から

開催します。 

 

日程第７ 閉会 

本日の委員会は以上で閉会とします。 

午後３時１４分 閉会 

 

 

 

 

 

  


